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沿革 

  1528 年足利12 代将軍義晴に従って朽木に逃れてきた細川高国は、翌年の正月に援軍を求めて北畠晴具（はるとも）を訪

れた。晴具は高国の娘を娶っていたので、高国は岳父にあたる。高国はこの滞在中に庭を作った。 

                                                 

須弥山について 

細川高国が天王寺の戦いで破れ、尼崎で捉

えられ、自刃する前の辞世の句に 

 ｢絵に写し、石で作りし海山を、後の世まで

も目かれずやみん。伊勢の国師へ」 

榧の根元に鋭く尖った石を中心として、ほぼ

螺旋形に石組がされている。当時は九山八

海を螺旋形と考えられていたので、中心石は

須弥山であろう。 

曲水池 

池庭は米字池と言われるような出入りの多い

地割である。細くて長い 7 本の出島の護岸は

比較的大きな石で組まれている。古典庭園

の中でもっとも複雑な形をしている。 

中央に聳える巌はまさに須弥山だ 

 

 

中央に 192ｃｍ須弥山を中心とした九山八海を象徴している、との解釈も可能である。 



2 

 

須弥山石を中心として右回りの螺旋形の石組 

池泉部は米字池と云われるように、7 つもの出島があり出入りの多い見応えのある護岸だ。 

 


